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 大野市街地、勝山市、和泉地区から車で３０

分以内の当地区。このような恵まれた立地条件

を生かし、まず、大野市街地、勝山市、和泉地

区に来られた観光客に阪谷に立ち寄っていた

だきたい。そのためには、安心安全な「有機の

里」としていかに「阪谷」という名をブランド

化し知名度を上げていくかが今後の課題であ

る。 

 

３ 事業の内容 

 「有機の里づくり」を基本目標とし、引き続

き①体験ツアーによる情報発信、②農産物の加

工品開発、③陶芸の魅力づくり、④食育の祖「石

塚左玄」ゆかりの地啓発活動に取り組んだ。さ

らに今年度は、⑤有機の里づくり阪谷のマスコ

ットキャラクター「さかずきんちゃん」を活用

した取組みを行った。 

①体験ツアーによる情報発信 

 有機の里阪谷の魅力を体感できる体験ツア

ーとして１０月に「阪谷の魅力!体験ツアー」

と題して、日帰りのモデルコースを実施した。 

 また、阪谷地区を案内できるような人づくり

を目指し、語り部養成講座として、阪谷の歴史

講座を開催した。 

 

 

②加工品の開発 

 さかだに特産工房（スターランド特産加工部

会）がより中心となり、阪谷地区内で生産され

たこだわり野菜を用いた加工品開発を繰り返

し実施した。 

 今年度は新たな取組みとして阪谷産の小麦

粉を使ったお菓子「ＫＯＭＵＧＩ」を開発し、

イベント等で販売した。「すこ」の加工販売で

は、八ツ頭の栽培面積を拡大し、加工量を増加

させた。雪ノ下人参の栽培では、今年は新たに

黄色やクリーム色、紫色の人参を栽培した。 

 

 また、物産展や商談会に参加し、その会場で

加工品の試作品のモニタリングを実施した。 

 

③陶芸の魅力づくり 

 自主グループ「越前おおの阪谷桃木窯」を中

心に引き続き、毎月第１・３木曜日に中村鐵遷

氏（勝山市在住）を講師に招き陶芸教室を開催

した。 

 また、陶芸窯施設がついに完成し、９月に陶

作品の素焼き作業を行い、１０月に釉薬を塗り、

本焼作業を行い、初めて阪谷桃木窯での陶芸作

品を仕上げることができた。 

 ついに阪谷地区で本格的な陶芸活動ができ

るようになった。 

 

 

④食育の祖「石塚左玄」ゆかりの地啓発活動 

 食育の祖「石塚左玄」の先祖の墓所が、阪谷
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地区（萩ケ野区）にあることから、食育の祖ゆ

かりの地で、石塚左玄の遺徳を偲び石塚左玄先

生顕彰祭が行われた。 

 阪谷地区で石塚左玄が唱えた『食育』を広め

ていこうと「食育のふるさと阪谷」というのぼ

りを作成し、こだわり野菜を食するつどいなど

イベントの際に会場周辺に設置した。また、啓

発用パンフレットを増刷しイベント時に配布

した。さらに、食育講演会や料理講習会などの

取組みを行った。 

 

 

⑤「さかずきんちゃん」の活用 

 阪谷地区のマスコットキャラクター「さかず

きんちゃん」を活用する取組として、着ぐるみ

を製作し、阪谷夏まつりをはじめ、地区行事や

宣伝活動に積極的に出演した。 

 

 また、「さかずきんちゃん」をデザインした

Ｔシャツを作成し、販売を行った。また、「さ

かずきんちゃん」のデザインを入れたスタッフ

用ベストも製作し、さかだに雪まつりなどイベ

ントでスタッフが着用した。 

 

４ 事業の成果 

体験ツアーによる情報発信 

 県内ニーズを踏まえ、日帰りとした体験バス

ツアーは、申込み開始当日に定員満杯となり、

大変好評であった。また、ツアー当日は台風の

影響が心配されるなかでの実施となり、時間を

繰り上げたり、一部の体験メニューを取止めさ

せていただいた。参加者には十分なおもてなし

ができなかったことが残念であった。雨天時の

対応について考える必要がある。 

 

 語り部養成の取組みとして、今年度は、地区

民に阪谷地区のことを知ってもらう、興味を持

ってもらうということで、阪谷の歴史講座を２

回開催した。 

 

陶芸の魅力づくり 

 陶芸窯施設整備が完了し、阪谷の陶芸窯で、

初めて陶芸作品を焼くという試みが行われた。

いよいよ阪谷地区で本格的な陶芸活動ができ

るようになった。 

 陶芸教室では、新たに電動ロクロによる作陶

技術を習い、受講者の技術がさらに向上した。 

 今後、趣味の作陶の範疇を超え、土産品とし

ての活用、こだわり野菜を食するつどいやスタ

ーランドさかだにそば処の器としての活用、阪

谷での体験メニューとしての活用等、今後の取

組みが期待できる。 



35 

 
 

加工品の開発と販路拡大 

 阪谷産小麦を栽培し、その小麦で作ったクッ

キー「ＫＯＭＵＧＩ」を新たに商品化し、こだ

わり野菜を食するつどい参加者へのお土産に

するなどイベント等で販促活動を行った。また、

既に商品化された「そばっつぇる」「まめずき

ん」も引き続き加工販売を行った。 

  

また、昨年度に福井市の食品小売店と商談成

立した「すこ」加工販売については、相手先か

らの評判がよく、今年度は原料の八ツ頭の栽培

面積を拡大し、「すこ」の加工量を増加させた。 

さらに既存の加工品についても、レンジで簡単

にできるかきもちの製造など工夫を凝らし、付

加価値を付けた商品として販売を行うことで、

販路拡大に貢献した。 

 農林産物加工品開拓研修や６次産業研修な

ど研修に積極的に参加し、商品開発力や販売力

の向上が図られた。 

 

食育活動の推進 

 基本目標「有機の里づくり」の食に関する部

分を担うため、食育の祖ゆかりの地啓発活動を

行った。有機肥料を使い、化学肥料や農薬を使

わない阪谷産農産物をおいしく食べる方法や

食育の祖「石塚左玄」の訓を通して、「食育」

の重要性を地区内外に広めることができた。

 

「さかずきんちゃん」の活用 

 着ぐるみやＴシャツなど製作したことによ

り、地区民をはじめ、多くの方に「さかずきん

ちゃん」の存在を大きくＰＲすることができた。 

また、着ぐるみは、イベントや出向宣伝にお

いて盛り上げ役として、阪谷地区のＰＲに大き

く貢献した。今後の「さかずきんちゃん」の活

用が期待される。 

 

５ 今後の展望 

 「体験ツアーによる情報発信」においては、

「有機の里阪谷」を広く地区内外へ発信し、阪

谷の認知度を高めたい。さらに、地区内並びに

奥越地区内施設と連携した体験ツアーが季節

ごとにそれぞれの形態で実施され、交流人口が

増え、加工品、特産物の販売による消費が生ま

れ、地区内が活性することを期待したい。 

 そのためには、正確にニーズを把握すること

が重要になってくる。継続的にアンケートを実

施し、累積、分析し、的確にニーズを探ってい

かなくてはならない。 

 さらに、質を高めるためには、地区住民の「お

もてなしの心」の醸成が大切であり、「おもて

なしの心」の育成のため、講習会や研修会を開

催していく。 

 「陶芸の魅力づくり」においては、いよいよ
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拠点施設が整備され、陶芸作りが体験プログラ

ムの１つとして交流人口増加の一翼を担いた

い。さらに、将来的には土産品、スターランド

さかだになどで使える器などを製作できるよ

うに技術向上に努めていく。また、阪谷で採れ

た土を利用した「阪谷焼」の研究・開発も行い

たい。 

 「加工品の開発」においては、新たに商品化

したクッキー「ＫＯＭＵＧＩ」を加え、そばの

お菓子「そばっつぇる」、大豆のお菓子「まめ

ずきん」の販売促進を行い、「すこ」の加工販

売や「雪ノ下人参」の生産などの取組みも継続

して行っていく。また、商談会や各種イベント、

物産展に積極的に参加していきたい。 

 また、阪谷産農産物を確保し、安定した加工

品の製造を行うため、昨年に引き続き農家へ作

付の呼びかけを実施していきたい。 

 有機の里阪谷の農作物がブランド化するこ

とで、さらに需要が高まり、農業所得が少しで

も高まることを期待したい。 

 「食育活動の推進」においては、食育の祖「石

塚左玄」ゆかりの地として、地域や学校、関連

団体と連携しながら、阪谷で採れた食材を味わ

えることの喜びや食育の重要性などを広く伝

えていきたい。 

「さかずきんちゃん」を活用した取り組みでは、

阪谷をＰＲするツールとして、イベントや宣伝

活動で「さかずきんちゃん」の着ぐるみを積極

的に活用していきたい。 

 交流人口が増え、消費が生まれ、産業が生ま

れ、市民力が高まり、地域が元気になる。阪谷

地区では「有機の里づくり」をキーワードに「こ

だわり野菜を食するつどい」「こだわり農産物

の加工品開発」「陶芸の魅力づくり」、「食育活

動の推進」など地域の活性化に向けた取組みを

継続して実施したい。 

 


